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東
地
区
の
歴
史
と
地
名 

 
 

 

小
相
木
町
の
地
名 

 

小
相
木
（
こ
あ
い
ぎ
） 

 

前
橋
台
地
、
利
根
川
右
岸
に
位
置
す
る
。
「
こ
う
あ
え
き
」
と
も
呼
ぶ
、
地
名
の
小
相
木
は
、
官
道

の
東
山
道
に
設
け
ら
れ
た
「
国
府
駅
」
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
「
こ
う
え
き
」
が
訛
っ
て
小
相
木
と

な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

「
近
世
」
小
相
木
村 

 

江
戸
期
～
明
治
二
二
年
の
村
名
。
群
馬
郡
の
う
ち
。 

 

鎮
守
は
富
士
浅
間
神
社
、
境
内
末
社
に
八
坂
神
社
が
あ
る
。
寺
院
は
天
台
宗
五
徳
山
大
徳
寺
。
元
和

元
年
慈
眼
の
開
基
。
同
寺
の
正
徳
二
年
建
造
の
多
宝
塔
と
元
禄
二
年
建
造
の
総
門
は
市
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
同
寺
前
の
道
は
佐
渡
奉
行
街
道
に
あ
た
り
、
利
根
川
は
実
正
の
渡
し
で
つ
な
い
だ
。
対
岸
に
は

真
正
（
実
政
）
の
関
所
が
置
か
れ
て
い
た
。 

寺
子
屋
は
、
大
徳
寺
の
僧
が
明
治
初
年
か
ら
同
六
年
ま
で
開
い
て
い
た
。 

 

「
近
代
」
大
字
小
相
木 

 

明
治
二
二
年
～
昭
和
二
九
年
東
村
の
大
字
名 

 

明
治
二
四
年
の
戸
数
五
三
、
人
口
男
一
五
四
・
女
一
四
八
。
水
車
場
一
。 

 

昭
和
二
九
年
の
戸
数
七
六
戸
、
人
口
四
二
七
人
。 

 

「
近
代
」
小
相
木
町 

 

➀
昭
和
二
九
年
～
現
在
の
前
橋
市
の
町
名
。 

 

一
部
が
昭
和
四
一
年
光
が
丘
町
・
同
五
三
年
小
相
木
町
一
丁
目
・
下
石
倉
町
一
～
二
丁
目
と
な
る
。 

 

➁
昭
和
五
三
年
～
現
在
の
前
橋
市
の
町
名
。 

 

一
丁
目
が
あ
る
。
も
と
は
石
倉
町
・
古
市
町
・
小
相
木
町
の
各
一
部
。 

平
成
一
四
年
の
戸
数
九
七
一
戸
、
人
口
二
、
四
〇
七
人
。 

小
相
木
村
の
字
名
（
江
戸
期
か
ら
の
地
名
）
明
治
六
年
の
地
籍
図
の
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

小
相
木
村
の
小
字
名
・
前
橋
市
立
図
書
館
所
蔵
・
明
治
一
六
年
上
野
国
郡
村
誌
よ
り 

屋
敷
添
（
や
し
き
そ
え
）
村
の
中
央
に
あ
る
集
落
周
辺
の
地
。
現
地
の
範
囲
は
、
利
根
川
の
西
、
大
徳 

 
 

寺
東
の
佐
渡
奉
行
街
道
の
東
付
近
。 

村
南
（
む
ら
み
な
み
）
集
落
（
屋
敷
添
）
の
南
方
に
あ
る
地
。
昭
和
四
二
年
上
新
田
町
字
大
道
東
を
編

入
。
現
地
の
範
囲
は
、
県
道
前
橋
・
長
瀞
線
の
東
、
南
部
大
橋
線
の
南
、
朝
日
が
丘
町
北
付
近
。 

村
西
（
む
ら
に
し
）
集
落
（
屋
敷
添
）
の
西
方
に
あ
る
地
。
昭
和
四
一
年
一
部
が
光
が
丘
町
に
編
入
。

現
地
の
範
囲
は
、
光
が
丘
町
の
北
部
と
そ
の
北
付
近
。 

小
山
（
こ
や
ま
）
小
さ
な
山
状
の
高
い
地
。
現
在
は
ほ
ぼ
平
ら
に
な
っ
て
、
昔
の
様
子
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
現
地
の
範
囲
は
、
大
徳
寺
と
富
士
浅
間
神
社
の
北
付
近
。 

村
北
（
む
ら
き
た
）
集
落
（
屋
敷
添
）
の
北
方
に
あ
る
地
。

昭
和
五
三
年
一
部
を
下
石
倉
町
と
小
相
木
町
一
丁
目
に
編

入
。
現
地
の
範
囲
は
、
小
相
木
町
一
丁
目
の
東
付
近
。 

谷
（
や
つ
）
低
い
谷
状
の
地
。
現
在
は
低
地
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
昭
和
五
三
年
一
部
を
小
相
木
町
一
丁
目
に
、
同
五
三

年
・
同
五
七
年
古
市
町
一
丁
目
に
編
入
。
現
地
の
範
囲
は
、

小
相
木
町
一
丁
目
の
南
付
近
。 

高
田
（
た
か
た
）
周
辺
よ
り
少
し
高
い
田
地
。
昭
和
四
一
年

一
部
を
光
が
丘
町
に
編
入
。
現
地
の
範
囲
は
、
光
が
丘
町
の

北
西
部
付
近
。 

堰
向
（
せ
き
む
か
ひ
）
殿
田
堰
の
向
か
い
に
あ
る
地
。
昭
和

五
七
年
一
部
を
古
市
町
一
丁
目
に
編
入
。
現
地
の
範
囲
は
、

殿
田
堰
の
西
部
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

館
報
編
集
委
員 

 

小
池 

照
一 

  

７
月
27
日
（
土
） 

「
分
数
を
小
数
に
す
る
と
現
れ
る
数
字
の
謎
！
！
寺
子
屋
ス
ロ
ー
数
学
」 

 

講
師
は
、
群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校 

名
誉
教
授 

斎
藤
斉
氏
を
お
招
き
し
、

分
数
を
小
数
に
す
る
と
現
れ
る
数
字
の

謎
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

 

分
数
と
小
数
、
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
し

て
き
た
歴
史
的
な
役
割
を
学
び
つ
つ
、

分
数
、
小
数
の
関
係
性
の
お
も
し
ろ
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

７
月
26
日
（
金
） 

楽
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
「
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
パ
ズ
ル
を
作
ろ
う
」 

 

講
師
は
、
南
橘
リ
サ
イ
ク
ル
の
会
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、
牛
乳
パ
ッ

ク
を
使
っ
て
自
分
だ
け
の
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
パ
ズ
ル
を
作
り
ま
し
た
。
最
後

に
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ぶ
ん
ぶ
ん
ゴ
マ
を
作
り
、
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。 

８
月
１
日(

木)

「
子
ど
も
将
棋
教
室
」 

 

講
師
は
、
田
村
盛
好
さ
ん
、
坂
部
光
夫
さ
ん
を
お
招
き
し
、

初
心
者
の
将
棋
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
て
で
も
す
ぐ
に

将
棋
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
学
年
問
わ
ず
、
仲
良
く
教
え
合

い
、
将
棋
を
指
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

前
橋
市
子
ど
も
会
ス
マ
イ
ル
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
（
令
和
６
年
８
月

17
日
（
土
）
宮
城
体
育
館
に
て
開

催
）
で
東
地
区
子
育
連
の
代
表
と

し
て
出
場
し
た
上
新
田
町
Ａ
チ
ー

ム
が
、
み
ご
と
準
優
勝
を
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

８
月
６
日(

火)

「
絵
画
教
室
」 
 

 

講
師
は
、
群
馬
医
療
福
祉
大
学
の
学
生
さ
ん
４
名
を
お
招
き

し
、
子
ど
も
達
の
絵
を
描
く
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

講
師
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
丁
寧
に
優
し
く
接
し
て
下
さ
り
、
子

ど
も
た
ち
も
集
中
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
作
品
を
仕
上
げ
て
い

ま
し
た
。 

８
月
７
日(

水)

「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
」 

 

講
師
は
、
田
子
智
代
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ね
ず
み
、
剣
、
ペ
ン

ギ
ン
等
の
作
り
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
自
分
ひ
と
り

で
作
っ
た
ん
で
す
。
す
ご
い
で
す
。
途
中
で
じ
ゃ
ん
け
ん
電
車
を

し
た
り
し
て
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
楽
し
い
教
室
で
し
た
。 

準
優
勝
（
上
新
田
町
Ａ
チ
ー
ム
）
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

前
橋
市
子
ど
も
会
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

青
少
年
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室 


